様式第１号(第４条関係)

令和　　年　　月　　日

境港市長　様

申請者　　住　　所	
氏　　名　　　　　　　　
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号	

境港市空家利活用移住定住奨励金交付申請書

次のとおり、境港市空家利活用移住定住奨励金の交付を受けたいので、境港市空家利活用移住定住奨励金交付要綱第４条の規定により、関係書類を添えて申請します。

記

１　交付申請額　２００，０００円

２　世帯に関する事項
	転入前の住所
	

	転入年月日
	[bookmark: _GoBack]　令和　　年　　　月　　　日

	居住又は利活用
する空家の住所
	鳥取県境港市



３　奨励金の使途
□居住に係る住宅の賃借費用
□居住に係る住宅の購入費用　
□居住に係る住宅の修繕費用
□居住に係る住宅の家財道具処分費用
□その他（　　　　　　　　　　　）

４　添付書類
（１）本市に転入する前から本奨励金の交付を申請するまでの世帯員全員の居住地の履歴が分かる書類（住民票の写し、戸籍の附票等）
（２）居住に係る住宅の賃貸借契約書又は売買契約書の写し（居住に係る住宅が賃借又は購入したものである場合に限る。）
（３）居住に係る住宅の修繕又は家財道具処分に要した費用の領収書の写し（修繕又は家財道具処分が生じた場合に限る。）
（４）境港市空家利活用流通促進事業費補助金交付額確定通知書の写し（利活用補助金の交付を受けた場合に限る。）
（５）誓約書（様式第２号）
（６）同意書（様式第３号）
（７）その他市長が必要と認める書類
様式第２号(第４条関係)

誓　約　書

境港市空家利活用移住定住奨励金（以下「本奨励金」という。）の交付申請にあたり、境港市空家利活用移住定住奨励金交付要綱の規定を遵守するとともに、次の事項について誓約します。なお、提出にあたっては、世帯員全員が誓約しています。

（１）１年以上定住する意思を持って鳥取県外から境港市に転入した世帯であること。
（２）境港市空家利活用流通促進事業費補助金交付要綱（令和３年４月１日施行）に基づく境港市空家利活用流通促進事業費補助金（以下「利活用補助金」という。）の交付を受けて賃借若しくは購入した空家若しくは所有する空家を改修し（本市に転入する日前又は転入した日から起算して６か月を経過する日までに、利活用補助金の交付決定を受けた場合に限る。）、又は利活用補助金の交付を受けて改修された空家を賃借若しくは購入し（本市に転入する日前又は転入した日から起算して６か月を経過する日までに、賃借若しくは購入した場合に限る。）、当該空家に居住する世帯又は当該空家を店舗として利活用する者（個人に限る。）がいる世帯であること。
（３）世帯員全員が境港市税を滞納していないこと。
（４）世帯員全員が境港市暴力団排除条例（平成23年境港市条例第14号）第２条第１号に規定する暴力団、同条第２号に規定する暴力団員又はこれらの利益につながる活動を行い、若しくはこれらと密接な関係を有する者でないこと。
（５）世帯員全員が過去に本奨励金の交付を受けた世帯の世帯員でないこと。
（６）本奨励金の交付を受けた場合、本奨励金の交付の決定を受けた日から１年を経過する日前に世帯員全員が転居又は境港市から転出したときは、速やかにその旨を市長に届け出ること。


令和　　年　　月　　日

	住　　　所
	鳥取県境港市

	申請者氏名
	　　　　　　　　　　　　　　　㊞

	世　帯　員
	氏名 (ふりがな)
	続柄

	
	
	本人

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	





様式第３号(第４条関係)

同　意　書

境港市空家利活用移住定住奨励金（以下「本奨励金」という。）の交付申請にあたり、次の事項について同意します。なお、提出にあたっては、世帯員全員が同意しています。

（１）居住又は利活用する空家が境港市空家利活用流通促進事業費補助金交付要綱（令和３年４月１日施行）に基づく境港市空家利活用流通促進事業費補助金の交付を受けて改修された空家であることについて、境港市職員が調査すること。
（２）世帯員全員が境港市税を滞納していないことについて、境港市職員が調査すること。
（３）世帯員全員が境港市暴力団排除条例（平成23年境港市条例第14号）第２条第１号に規定する暴力団、同条第２号に規定する暴力団員又はこれらの利益につながる活動を行い、若しくはこれらと密接な関係を有する者でないことについて、境港警察署に照会すること。
（４）本奨励金の交付の決定にあたり、世帯員全員の居住実態について、境港市職員が調査すること。
（５）本奨励金の交付が決定した場合、本奨励金の交付の決定を受けた日から１年間の世帯員全員の居住実態について、境港市職員が調査すること。
（６）境港市補助金等交付規則（昭和33年境港市規則第10号）第13条第１項各号に掲げるときのほか、本奨励金の交付の決定を受けた日から１年を経過する日前に世帯員全員が境港市から転出したときは、市長がやむを得ない事情があると認めた場合を除き、既に交付された本奨励金の全部を返還すること。


令和　　年　　月　　日

	住　　　所
	鳥取県境港市

	申請者氏名
	　　　　　　　　　　　　　　　㊞

	世　帯　員
	氏名 (ふりがな)
	続柄
	生　年　月　日

	
	
	本人
	年　　月　　日

	
	
	
	年　　月　　日

	
	
	
	年　　月　　日

	
	
	
	年　　月　　日

	
	
	
	年　　月　　日




様式第６号（第７条関係）


境港市空家利活用移住定住奨励金支払請求書


金　２００，０００円

[bookmark: OLE_LINK1]　令和　　年　　月　　日付け受境都第　　　号をもって交付決定のあった境港市空家利活用移住定住奨励金について、境港市空家利活用移住定住奨励金交付要綱第７条の規定により請求します。


　令和　　年　　月　　日


境港市長　様

	
	住所
	

	
	氏名
	　　　　　　　　　㊞



上記金額を下記の口座に振り込んでください。

	金融機関名
	銀行　農協
信用金庫
	本店　支店
支所　出張所

	口座種別
	普通　当座
	口座番号
	

	フリガナ
	

	口座名義人
	


　


様式第７号(第８条関係)

令和　　年　　月　　日

境港市長　様

届出者　　住　　所	
氏　　名　　　　　　　
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号	

境港市空家利活用移住定住奨励金に係る届出書

次のとおり、境港市空家利活用移住定住奨励金の交付の決定を受けた日から１年を経過する日前に世帯員全員が転居又は境港市から転出しましたので、境港市空家利活用移住定住奨励金交付要綱第８条第１項の規定により届け出ます。


記

	世　帯　員
	氏名 (ふりがな)
	続柄
	生年月日

	
	
	本人
	　　年　　月　　日

	
	
	
	　　年　　月　　日

	
	
	
	　　年　　月　　日

	
	
	
	　　年　　月　　日

	
	
	
	　　年　　月　　日

	転居又は転出前
の住所
	鳥取県境港市

	転居又は転出後
の住所
	

	転居又は転出
年月日
	　令和　　年　　　月　　　日

	転居又は転出
した理由
	



